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論 文 要 旨       
 

 

所属ゼミ    青井  研究会 学籍番号 80128404 氏名 佐藤 健一郎 

（論文題名） 
 

「地域活性化におけるコミュニティ・ビジネスの役割」 
－コミュニティ・ビジネスの今後の方向と政策的支援の在り方－ 

 
 
 
 
（内容の要旨） 
  

本格的な地方分権化社会の到来を前にし、大企業誘致のような従来型の地域振興 

 から、地域の自立性の確保と内発的な地域産業の振興と雇用開発が求められている。 
 又、従来地域社会の事を担ってきた行政の財政赤字は益々深刻化し、経済成長の中 
 心を担ってきた民間企業はグローバルな競争時代に突入し非常に厳しい環境に置か 
 れている。こうした状況下、疲弊していく地域コミュニティを活性化させていく解 
 決法の１つがコミュニティ・ビジネスである。 
  本論文では、こうした問題に数十年前から悩まされコミュニティ・ビジネスをベ 
 ースに克服してきた欧米の事例を調査すると共に、国内で実際に行われているコミュ 
 ニティ・ビジネスへのインタビュー調査を行った結果から、現状抱えている問題点 
 及び課題を抽出し、その解決方法を提示していくものである。 
  問題点・課題の１つ目は、期待される重要な機能の１つである雇用創出を促す意 
 味からも社会的・経済的機能の強化、２つ目は雇用創出にもつながる経営力の強化、 
 ３つ目が外部支援機能の不足である。こうした問題点の解決策としては、法人格を 
 分離する事で収益性と地域の共益性の矛盾を解消する方法（コングロマリット的、 
 持ち株会社的方式）、企業や行政からのアウトソーシング事業を柱に事業ミックスを 
 行う方法、仲介支援機能を持つインターミディアリーの必要性を挙げている。 
  そして、今後のコミュニティ・ビジネスへの提言として、活性化を進める上で最 
 も必要なのは地域住民が市民起業家となり「地域の課題を自分自身の課題として捉 
 える意識」であり、行政がこうした地域住民や企業、教育機関等の地域の課題を自 
 己課題化する取り組みを支え、各セクターが協力し合って「地域課題解決システム」 
 を構築する事が最も重要な前提条件であることを強調したい。 
 
 
 
 
 
 
 

 


